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  第11回 NanoSquare Café︓“蓄電池の現状と今後期待される展開” 

第４期テニュア・トラック教員︓⼋⽊ 俊介 

  第12回 NanoSquare Café︓“マイクロ・ナノ化学チップの最前線” 

第４期テニュア・トラック教員︓許 岩 

2014年11⽉29⽇（⼟）に⼤阪府⽴⼤学I-siteなんばにて
「蓄電池の現状と今後期待される展開」と題し第11回
NanoSquare Caféを開催しました。当⽇は⽣憎の⾬でした
が、⾮常に多くの⽅にお越しいただきました。    

まず、蓄電池の誕⽣と発展の歴史を紹介した後、蓄電池
の動作原理について解説を⾏いました。特に現代の⽣活に
不可⽋な蓄電池の⼀つであるリチウムイオン電池について
は、電池の核となる酸化還元反応を担う活物質にスポット
ライトを当て詳細に説明しました。参加者の中には、蓄電
池を研究されている⽅やリチウムイオン電池が市販されて
から20年以上も利⽤されているベテランの⽅もおられ、特
に蓄電池の耐久性について
議論が⽩熱し、質疑応答の
時間を急遽延⻑することと
なりました。 

その⼀⽅で、議論があま
りにも⽩熱してしまい、今
回初めて蓄電池の中⾝に触
れることになった⽅には、
難しすぎる箇所があったの

ではないかと反省しています。
今回のCaféではその他にも、最
近出版された学術論⽂から感じ
取れる蓄電池研究のトレンドを
紹介しました。また現在⾃分が
精⼒的に研究を進めているマグ
ネシウム蓄電池の利点と⽋点、
そしてポストリチウムイオン電
池としての将来展望についても
解説を⾏いました。 
 I-siteなんばを今回初めて訪れましたが、部屋の壁全⾯が
ホワイトボードになっている現代的なデザインの部屋で、
事務の⽅々のお⼿伝いもあり、リラックスしてお話しする
ことができました。このような場所で、普段接点を持たな
い地元の⽅々や研究者・技術者の⽅と、蓄電池をキーワー
ドにざっくばらんに議論ができたことは、⼤変刺激とな
り、研究に対する新たなモチベーションに繋がりました。
お越しくださった⽅、お⼿伝いくださった事務の皆様を始
めとして、この素晴らしい機会をくださったすべての⽅々
に感謝を申し上げます。 

 2015年３⽉７⽇（⼟）、第12回NanoSquare Caféが⼤

阪府⽴⼤学I-siteなんばで開催されました。30代を始め、

70代までの幅広い年齢層のたくさんの⽅々にご参加いただ

きました。 

 今回のNanoSquare Caféでは、私の研究分野であるマイ

クロ・ナノ化学チップ技術について紹介しました。マイク

ロ・ナノ化学チップ技術は、化学やバイオのプロセスをマ

イクロ・ナノスケールまで集積化する最先端技術で、幅広

い分野から注⽬されています。 

現在では、学術分野を超

えて、情報科学と⽣命科

学のかけ橋となる技術と

して期待されています。

この先５年、10年または

15年の間に、マイクロ・

ナノ化学チップ技術は、

重要な産業に発展し、⼈々の⽣

活・⽣産活動までも⼤きく変

え、⼈類の未来に莫⼤な影響を

与えるであろうと予測されてい

ます。今回は、動作原理及び基

盤技術から化学、バイオ、医療

などへの応⽤まで、その全容を

解説しました。 

 インタラクティブ的に講演を⾏うことができ、質疑応答

ではたくさんの質問を受けました。Café終了後にも、参加

者から個別質問・コメントをいただきました。その中に

は、「こんな素晴らしい研究がなされていて、ぜひ⽇本で

研究を続けて欲しい」など、あたたかい激励のお⾔葉があ

りました。⼀般市⺠と直接、⾃分の研究の話を紹介できる

ことをとても嬉しく思います。今後も社会に役⽴つ知を⽣

み出す研究に取り込んで頑張っていきたいと思います。  

Osaka Prefecture University 

セミナーの様⼦ 

セミナーの様⼦ 

許 岩 特別講師 

⼋⽊俊介 特別講師 
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共通機器紹介︓”ルミノ・イメージ・アナライザー” 

第６期テニュア・トラック教員︓中瀬 ⽣彦     

 ル ミ ノ・イ メ ー ジ・ア ナ ラ イ ザ ー（Amersham 

Imager 600）システムは、細胞に存在するタンパク質等の

⽣体機能物質を定量検出する装置です。本装置では、電気

泳動で分離したタンパク質を抗体で検出するウエスタンブ

ロット等で得られたサンプルを、化学発光法、及び、可視

検 出 法 に よ り

画 像 検 出 す る

こ と が で き ま

す。 

 例えば、病気

に関連するタン

パ ク 質 の 定 量

や、細 胞 内 シ

グ ナ ル 伝 達 に

関 わ る リ ン 酸

化の度合いを調べることができます。従来のフィルムを⽤

いた検出法の場合、X線フィルムや現像液、及び、その廃棄

物処理が必要でした。本装置ではサンプルの画像を直接デ

ジタルデータとして撮影が可能であり、簡便かつ迅速に検

出からソフトウェアを⽤いた解析まで⾏うことができ、定

量結果を得ることができます。本装置は、320万画素のカメ

ラを搭載し、またF値0.85の⾼感度レンズで微弱光を⾼解像

度で撮ることができます。撮影時は、露出時間をオート/セ

ミオート/マニュアルで設定することができ、簡便に精度の

⾼い測定が可能です。さらに、化学発光と可視光（例えば

マーカーのカラー撮影）の画像が、⼀回の撮影で重ね合わ

せ画像として保存（カラリメトリック）できます。 

 分⼦細胞⽣物学の研究において、細胞機能を制御するタ

ンパク質定量や細胞イベントの可視化研究に役⽴つ必須の

装置です。 

ナノ材料・科学研究センター（C10棟１階114号室）に
マイクロトラック・ベル株式会社製の⾼精度ガス/蒸気吸着
量測定装置（BELSORP-max）が2015年３⽉中旬に新しく
設置されました。 

無機酸化物、⾦属材料、有機⾼分⼦などの広範な物質群
を対象とする研究現場においては、材料の⽐表⾯積・細孔
分布・表⾯特性等によりその性能が左右されることが少な
くありませんが、本装置では、これらのデータを取得でき
ます。試料管の死容積変化を連続測定する機構を備えてお
り、圧⼒レンジによって３台の圧⼒計を使い分ける事で、
超低相対圧(P/P0=10-8)からの⾼精度な吸脱着等温線の取
得が可能です。⽐表⾯積（ある物体の単位質量あたりの表
⾯積）やIUPAC（国際純正・応⽤化学連合）によりマイク
ロ 孔（<2nm）、メ ソ 孔（２–50nm）、マ ク ロ 孔
（50nm<）と定義される多孔質材料の細孔径に関する情報
を得ることができます。また、付属の解析ソフトウエアを
⽤いることで、NLDFT（⾮局在化密度汎関数法）/GCMC

（コンピューターシュミレーション法）による細孔分布の
シミュレーション解析も⾏えます。現在の仕様では、窒素
吸脱着による⽐表⾯積（0.01m2/g以上（77K））と細孔分
布（直径︓0.35–500nm）測定、クリプトン吸脱着による
超低⽐表⾯積測定（0.0005m2/g以上（77K））が可能で
す。オ プ シ ョ
ンを導⼊する
と、⽔ 蒸 気 吸
脱着測定によ
る 親 ⽔ 性・疎
⽔ 性 評 価、ア
ルコールやベ
ンゼンなどの
VOCs（揮発性
有 機 化 合 物）
吸脱着測定に
も対応します。 

共通機器紹介︓“⾼精度ガス/蒸気吸着量測定装置” 

第７期テニュア・トラック教員︓⻲川 孝 
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⾼精度ガス/蒸気吸着量測定装置 

ルミノ・イメージ・アナライザー 




